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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の携帯型の情報処理装置を含む通信システムであって、
　前記情報処理装置はそれぞれ、
　　近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続した他の情報処理装置に
対して第１データを自動的に送信する送信手段と、
　　他の情報処理装置の前記送信手段により送信された第１データを自動的に受信する受
信手段と、
　　ユーザの操作に基づいて、前記受信手段により受信された第１データの内容に対する
第２データを生成するデータ生成手段とを備え、
　前記送信手段は、再度、近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続し
た他の情報処理装置に対して、前記データ生成手段により生成された第２データを、当該
第２データに対応する第１データの送信元を指定して送信する、通信システム。
【請求項２】
　携帯型の情報処理装置のコンピュータを、
　近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続した他の情報処理装置に対
して第１データを自動的に送信する送信手段と、
　他の情報処理装置の前記送信手段により送信された第１データを自動的に受信する受信
手段と、
　ユーザの操作に基づいて、前記受信手段により受信された第１データの内容に対する第
２データを生成するデータ生成手段として機能させ、
　前記送信手段は、再度、近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続し
た他の情報処理装置に対して、前記データ生成手段により生成された第２データを、当該
第２データに対応する第１データの送信元を指定して送信する、情報処理プログラム。
【請求項３】
　前記受信手段は、他の情報処置装置の前記送信手段により送信された第２データを自動
的に受信し、
　前記コンピュータを、
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　前記受信手段により受信された第２データの内容と当該第２データに対応する第１デー
タの内容とを出力装置に出力させる出力制御手段としてさらに機能させる、請求項２に記
載の情報処理プログラム。
【請求項４】
　前記送信手段は、前記第２データとともに当該第２データに対応する第１データを送信
する、請求項２または３に記載の情報処理プログラム。
【請求項５】
　前記送信手段は、近距離無線通信による通信範囲内の他の情報処理装置を繰り返し探索
して自動的に無線接続し、無線接続した他の情報処理装置に対して、前記第１データおよ
び前記第２データの少なくともいずれかを送信する、請求項２ないし４のいずれかに記載
の情報処理プログラム。
【請求項６】
　前記送信手段は、不特定の他の情報処理装置に対して、前記第１データおよび前記第２
データの少なくともいずれかを送信する、請求項２ないし５のいずれかに記載の情報処理
プログラム。
【請求項７】
　複数の携帯型の情報処理装置を用いる情報処理方法であって、
　　近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続した他の情報処理装置に
対して第１データを自動的に送信する送信ステップと、
　　他の情報処理装置の前記送信手段により送信された第１データを自動的に受信する受
信ステップと、
　　ユーザの操作に基づいて、前記受信ステップにおいて受信された第１データの内容に
対する第２データを生成するデータ生成ステップとを備え、
　前記送信ステップでは、再度、近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、
接続した他の情報処理装置に対して、前記データ生成ステップにおいて生成された第２デ
ータを、当該第２データに対応する第１データの送信元を指定して送信する、情報処理方
法。
【請求項８】
　近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続した他の情報処理装置に対
して第１データを自動的に送信する送信手段と、
　他の情報処理装置の前記送信手段により送信された第１データを自動的に受信する受信
手段と、
　ユーザの操作に基づいて、前記受信手段により受信された第１データの内容に対する第
２データを生成するデータ生成手段とを備え、
　前記送信手段は、再度、近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続し
た他の情報処理装置に対して、前記データ生成手段により生成された第２データを、当該
第２データに対応する第１データの送信元を指定して送信する、携帯型の情報処理装置。
【請求項９】
　近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続した他の情報処理装置に対
して第１データを自動的に送信する送信手段と、
　他の情報処理装置の前記送信手段により送信された第１データを自動的に受信する受信
手段と、
　ユーザの操作に基づいて、前記受信手段により受信された第１データの内容に対する第
２データを生成するデータ生成手段とを備え、
　前記送信手段は、再度、近距離に存在する他の情報処理装置と自動的に接続し、接続し
た他の情報処理装置に対して、前記データ生成手段により生成された第２データを、当該
第２データに対応する第１データの送信元を指定して送信する、情報処理システム。
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